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履　歴
昭和19年 3 月17日　東京都生まれ
［学　歴］
昭和41年 3 月　専修大学商学部商業学科卒業
昭和43年 3 月　専修大学大学院経済学研究科修士課程修了
昭和46年 3 月　専修大学大学院経済学研究科博士課程単位取得満期退学
［職　歴］
昭和46年 4 月　青森大学経営学部専任講師
昭和52年 4 月　専修大学商学部専任講師
昭和56年 4 月　専修大学商学部助教授
昭和56年 2 月　二部学生部委員（昭和58年 1 月まで）
昭和59年 4 月　国内研究員（一橋大学）（昭和60年 3 月まで）
昭和60年 4 月　就職指導委員会委員（昭和61年 2 月まで）
昭和61年 2 月　学生部委員（平成 3年 1月まで）
平成 4 年 2 月　二部学生部委員（平成 6年 1月まで）
平成 6 年 2 月　二部学生部次長（平成 7年 1月まで）
平成 7 年 4 月　図書館委員会委員（平成 8年 3月まで）
平成 9 年 4 月　国外研究員（アメリカ・イリノイ大学）（平成10年 3 月まで）
平成13年 4 月　二部教務委員会委員（平成15年 3 月まで）
平成14年 4 月　自己点検・評価委員会委員（平成15年 3 月まで）（商学部）
平成15年 4 月　二部教務委員会委員（平成17年 3 月まで）
平成17年 4 月　専修大学商学部教授
［学会活動］
昭和49年 7 月　日本会計研究学会会員
昭和56年 1 月　アメリカ会計研究学会会員（平成22年退会）
昭和63年10月　国際会計研究学会会員
平成 4 年 9 月　日本会計史学会会員
［その他］
昭和61年 4 月　浦和簿記専門学校　評議員・理事（平成15年 3 月閉校につき退任）
平成14年 4 月　財務省・税関研修所・簿記担当講師等
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［学術論文］
昭和43年 3 月　「企業会計における資本概念の考察」専修大学大学院修士論文
昭和47年 3 月　「割賦基準について」『青森短期大学紀要』第 8巻
昭和48年 3 月　「収益認識基準としての実現主義の根拠とその要件について」『青森大学紀要』第 4巻
昭和50年11月　「本・支店会計の一考察」『青森大学紀要』第 6号
昭和50年12月　「会計原則の史的展開」『青森短期大学紀要』第10巻
昭和51年12月　「実現概念に関する一考察」『青森大学紀要』第 7巻
昭和54年11月　「アメリカにおける自己株式会計の発展」『会計研究』第 5号　専修大学会計学研究所
昭和56年 2 月　「実現概念の発展」『専修商学論集』第31号
昭和61年 3 月　『「当該企業にとっての価値」について－ F．K．ライト教授の所説を中心として』『会計
研究』第12号　専修大学会計学研究所
昭和61年 7 月　『「当該所有者にとっての価値」概念について』『私学研修』第102号　私学研修福祉会
昭和63年 3 月　「収益認識基準としての不確実性の基準について」『商学研究年報』第13号　専修大学商学
研究所
平成 6 年 3 月　「自己株式の性質」『会計学研究』第20号　専修大学会計学研究所
平成13年 3 月　「アメリカにおける自己株式会計の一考察」『会計学研究』第27号　専修大学会計学研究所
平成15年 3 月　「アメリカにおける物価変動会計の一考察」『専修商学論集』第76号
平成16年 5 月　「Smyth対 Ames事件と公正価値概念の展開について」『産業経理』第64巻第 3号　産業経
理協会
平成20年 4 月　「公益事業会社会計における料金基礎としての再生産原価論争について」『産業経理』第68
巻第 1号　産業経理協会
［共　著］
昭和62年 5 月　『会計学』法学書院
平成 5 年 2 月　『初級簿記演習』　税務研究会出版局
平成 2 年 2 月　『現代英和会計用語辞典』同文館出版
